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時的に測定するに CEAが5.0ng/ml以上の高値を示
す症例は肝転移が多く認められ，それら症例に対しては
術後動注療法を追加施行した。また開腹時肝生検を行な
い制癌剤による肝の組織学的効果を検討し報告した。 
48.広範揚切除後の長期管理経験
泉宏重，内村逸郎，高重義
(柳原病院)
私たちは，約20cmの十二指腸と約 2/3の結腸を残す
のみという広範腸切除患者の長期栄養管理を経験した。
残存腸管の代償機能が働きはじめるのが 1-2年といわ
れ，果して，このような極端な例でも働きはじめるか興
味があったが，偽膜性腸炎などの合併で， 16カ月の経過
しかみられなかった。この間，高カロリー輸液に頼るこ
とが多かったが， MCTなどを使って工夫した経口食が
患者の好みに合わず，摂取拒否が栄養管理をむずかしく
した。 
49.当院における消化器内視鏡治療の経験
蜂巣忠，紅谷明，大森耕一郎
柏原英彦，横山健郎(国立佐倉)
我々が昭和50年4月より昭和53年1月までに施行した
例，ポリ5，消化管止血17"31内視鏡治療症例は異物除去 
Cr 13.3，12.7mg/dl，無尿，黄症， 白血球増多， 血少
板減少，後者は薬疹もあり，それぞれ4回， 2回の血液
透析を行ない軽快した。 2例共胆管炎，脱水， CER使
用の 3要因が重なって発症したと考えられる。 
52.マウス可移植性黒色腫射出後の転移巣に対する異
種抗血清の治療効果について
中野喜久男，西村明，斉藤登喜男
(千葉県がんセンター消化器科)
時田尚志，藤村真示，田中 昇
(同研究所) 
CS7/BL Mouseに MelanomaB・16を移植し 1週後に
原発巣を別出，抗 MelanomaB・16ウサギ血清を連日 6
回注射して転移巣の発育を抑制し延命効果を観察した。 
1/2X 107ケ細胞移植群の平均生存日数は注射群 30日，対
照群22日一匹は200日生き延命効果を認めた。 
53.内皆形成の新手術法
高瀬晴夫(高瀬医院)
切除すべき内皆賛皮を 2本の「モスキトー」で其鼻側
部を把持固定する事により，除去予定部分の皮フ切開を
正確且容易にし，次いで「モスキトー」の両末端側皮膚
}プ切除31例，乳頭切開術4例の計43例である。症例中
慢性腎不全症例に施行した内視鏡治療は，胃ポリープ切
除3例(切除断端の止血処置を含める)と消化管止血2
例である。 
50.外傷性血管損傷
西沢直，田宮達男(国立千葉)
最近 5カ年聞に 14例の外傷性末梢血管損傷を経験し
た。血管離断等の動脈損傷 6例(開放性4例，非開放性 
2例)，仮性動脈癌 5例， 動静脈痩 3例であった。性別
比は男12:女2で，受傷平均年齢は33歳である。治療で
は非開放性血管損傷は阻血症状が現れてから血行再建を
行なうために手術成績は劣るが，他の症例では満足すべ
き成績を得ている。 
51.急性胆管炎保存的治療中発症した急性腎不全の 2
{列
嶋田俊恒，入江康文，山田憲司郎
(千葉社会保険)
小高通夫，平沢博之，大川昌権
添田耕司(千大) 
36歳， 62歳の男性2例で， 来院時 BUN139，206， 
切除後，直ちに残存皮膚部近く 2針をかけて縫合閉鎖
し，皮膚の移動によって，其基本位置を見失う事を予防
し，内皆部皮膚切離線を直線上にならぬ様にする為に残
存皮膚を「コ」の字型に切除縫合閉鎖し，術後癒痕軍縮
による再発を予防し，従来の術式より，容易且確実な新
術式を考案報告す。 
54.腹膜垂軸捻転症の 1 i91J
植竹光一，道上松巨，植竹道子
(植竹病院) 
S宇状結腸腹膜垂2ケの軸捻転により血栓性壊症状を
来した40歳肥満体女性症例。本邦では極めて少し昭和 
50年群大第 1外科長嶋等による報告までに王症例を見る
だけであり， s宇状結腸においても軸捻転症例はまだ報
告されていない稀有なる症例である。 
5.胃腸吻合部における合成吸収性縫合糸の変化
大矢和光，広田和俊(広田胃腸病院)
幽門成形22例，胃切除21例の後壁連続縫合の後，その
部に Vicryl，Dexon，Catgut，silkの四種の糸で結節
縫合し，それに clipをつけ術後X線にて clipの脱落
を観察，縫合糸間の吸収，脱落の状態の差を検討した。
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この結果縫合糸の脱落または吸収までの日数は平均 
Dexon 30.3日 Vicryl28.2日 Catgut14.0日であり術
式聞には差はなく今まで報告をされている日数よりはる
かに短い。 
56. ヒルシュスプルンゲ病に対するヂュアメル・スラ
マ変法(映画)
真家雅彦，高橋英世，横山宏
大川治夫(千大・小児外科)
我々は昭和47年よりデュアメノレ法による盲のう形成と
直腸盲端の縫合不全を予防する目的でスラマ変法を用い
ている。現在迄に34例に施行し良好な成績を得ている。
その手術手技の詳細について映画にて供覧した。 
57.腎動脈狭窄性高血圧症に対する exvivo surgery 
による 1治験例
雨宮浩(国立循環器病センター研究所) 
36歳主婦。右腎動脈狭窄による高レニン血症性高血圧
である。右腎を摘出し，メラ腎濯流保存装置を用いて45
分間の濯流保存下に狭窄部の切除を行い，右腸骨寵へ自
家移植した。経過は順調で，高血圧を治癒せしめえた。
濯流保存装置を利用してのほ vivosurgeryは本例が
本邦第 1例であり，またよく腎を温存し得たので報告し
た。この他，当センターでの死体腎移植 2例，剥離性大
動脈癌手術に際しての 8時間腎保存 1例について紹介し 
Tこ。 
58.生物弁の臨床使用経験
田宮達男，西沢直(国立千葉)
最近 glutal-aldehyde処理豚弁による弁置換術並びに
弁付き人工血管を用いる Rastelli手術(大血管転位症)
を経験し，良好な成績を納めたので報告する。上記生物
弁使用に際し最大の利点は，全例塞栓の合併症がなく，
かっ急速なJL.'陰影の縮少をみたことである。又 Rastelli
手術が本生物弁の使用により容易化したことの意義は大
きい。本弁の耐久性のみが今後の課題である。 
59.北里大学における腎移植の現況 CIV)
渡部浩二，柏木登(北里大学臓器移植) 
1972年より 7年聞に死体腎 9例を含め 105例の腎移植
を数え，生着率は生体腎57.8%，死体腎11.1%，受腎者
の生存率は夫  々83.5%，66.7%となった。輸血の Graft
に及ぼす効果，感作の有無，肝炎発生率などについて述
べた。またイムランと異なり肝障害を来たさずに強力に
免疫抑制効果を有する Bredinin の Beagle犬腎移植
に及ぼす positiveな効果を示した。 
60.筑波大学消化器外科の研究の現況
深尾立，尾崎梓，竹島徹
折居和雄，岡村隆夫，岩崎洋治
(筑波大)
消化器外科グループとしておこなってきた主たる以下
の研究テーマについて，その進展状況と成果について述
べた。 1.胆道系疾患の外科治療， 2 開創照射効果向
上のための細胞同調利用に関する基礎研究， 3 直腸吻
合器，注腸補助器の開発， 4 外科的内視鏡治療(食道
静脈癌栓塞療法，凍結療法) 5.水素血流量計の外科的
利用， 6.臓器移植(腎保存，移植免疫，線溶) 
61.早期食道癌症例の検討
小野沢君夫，鍋谷欣市，花岡建夫
李 思元，新井裕二，本島悌司
(杏林大)
昭和48年から昭和53年11月までの切除食道癌症例は66
例になり，このうち早期癌 4例，表在癌 1例.R早期癌 
1例である。早期食道癌 4症例を呈示した。深達度の浅
い食道癌のスクリーニングは X線診断のみでは難かしい
場合もあり，我々はカプセノレ法食道擦過細胞診も併用し
ている。 
62.膳頭十二指腸切除 110例の経験から
羽生富士夫，小林誠一郎，遠藤光夫
木下裕宏，浜野恭一，鈴木博孝
山田明義，鈴木 茂，中村光司
(東京女子医大・消化器病センター)
疾患別内訳は牌頭領域癌85例，慢性勝炎16例その他 9
例計110例である。手術死亡は 10例10%であり， さらに
手術成績の向上を企るべく術前状態の改善と勝腸吻合の
縫合不全の防止に努力した。すなわち残存障の病態を考
慮した上で，我々の縫合法の工夫と充分なドレナージの
必要性について言及し，併せ予後等につき報告した。 
63.食道再建術についての 2，3 
遠藤光夫，羽生富士夫，小林誠一郎
木下祐宏，浜野恭一，山田明義
鈴木博孝，鈴木 茂，中村光司
(東京女子医大消化器病センター)
食道再建術のうち，胸壁前食道胃吻合と，左開胸経横
